
シート№ 取組№ 事業名 所管課

1‐1 1 【重点・拡充】まちづくり活動参加に向けた意識改革

1‐1 2 【重点・拡充】時代に即した自治会加入の啓発

1‐1 3 【重点・新規】女性や女性団体のまちづくり活動への参加意識の啓発
女性活躍推進課

みんなでまちづくり課

1‐1 4 【重点・新規】外国人のまちづくり活動への参加意識の啓発
多文化共生推進課

みんなでまちづくり課
1‐1 5 まちづくり活動応援事業 みんなでまちづくり課

1‐1 6 【新規】まちづくりへの意識を高める学習の推進
生涯学習課

みんなでまちづくり課
1‐1 7 青少年対象事業 生涯学習課

1‐1 8 【新規】共生のこころをはぐくむプロモーション事業
保健福祉総務課

（地域共生推進室）
1‐1 9 宇都宮ブランド戦略における市民参加型事業 都市ブランド戦略課

2‐1 10 【重点・新規】地域における女性リーダー育成 女性活躍推進課

2‐1 11 （再）まちづくり活動応援事業

2‐1 12 【拡充】活動体験機会の提供

2‐1 13 （再）【新規】まちづくりへの意識を高める学習の推進 生涯学習課

2‐2 14 【新規】地域イベント等参加促進支援事業
保健福祉総務課

（地域共生推進室）
2‐2 15 【重点・新規】「宮デジサポーター」養成事業 デジタル政策課

2‐2 16 【重点・新規】外国人のまちづくり活動への参加促進
多文化共生推進課

みんなでまちづくり課

2‐2 17 【新規】新たな担い手確保に向けた人材育成
生涯学習課

みんなでまちづくり課
2‐2 18 多様な活動主体への支援（まちぴあ）

2‐2 19 多様な活動主体への支援（地域行政機関）

2‐2 20 高齢者等地域活動支援ポイント事業 高齢福祉課

2‐2 21 【新規】「うつのみやデジタルスクエア」の活用促進 デジタル政策課

2‐2 22 地域集会所等建設費補助 みんなでまちづくり課

3‐1 23 （再）まちづくり活動応援事業 みんなでまちづくり課

3‐1 24 【重点・新規】地域共生社会の実現に向けた重層的支援体制整備事業
保健福祉総務課

（地域共生推進室）
みんなでまちづくり課

3‐1 25 （再）【新規】「うつのみやデジタルスクエア」の活用促進 デジタル政策課

3‐2 26 【重点・拡充】自治会活動の活性化及び加入促進に向けた取組の強化 みんなでまちづくり課

3‐2 27 【重点・新規】地域デジタル化の推進
みんなでまちづくり課

生涯学習課
デジタル政策課

3‐2 28 （再）【新規】新たな担い手確保に向けた人材育成
生涯学習課

みんなでまちづくり課

3‐2 29 【重点・新規】女性や女性団体の活躍に向けた支援
女性活躍推進課

みんなでまちづくり課

3‐2 30 （再）【重点・新規】「宮デジサポーター」養成事業 デジタル政策課

3‐2 31 地域まちづくり組織の活性化支援

3‐2 32 （再）まちづくり活動応援事業

3‐2 33 市民活動助成事業

3‐2 34 団体の組織基盤強化への支援

3‐2 35 【新規】宇都宮市ふるさと納税公益活動支援事業 都市ブランド戦略課

4‐1 36 【重点・拡充】公民連携事業の推進
政策審議室

（共創推進室）

4‐1 37 【重点・拡充】ＮＰＯ等による地域課題等への取組の推進

4‐1 38 （再）まちづくり活動応援事業

4‐1 39 （再）市民活動助成事業

4‐1 40 市内大学との連携 市政研究センター

4‐1 41 ＣＳＲ認証事業 商工振興課

4‐2 42 多様な活動主体への参加促進支援事業

4‐2 43 職員向け研修等の開催

4‐3 44 （再）【新規】「うつのみやデジタルスクエア」の活用促進 デジタル政策課

4‐3 45 多様な活動主体の連携支援事業 みんなでまちづくり課

みんなでまちづくり課

「第３次宇都宮市市民協働推進計画（後期計画）」進行管理表

みんなでまちづくり課

みんなでまちづくり課

みんなでまちづくり課

みんなでまちづくり課

みんなでまちづくり課

別紙

進行管理表



「第３次宇都宮市市民協働推進計画（後期計画）」計上事業の進捗状況

事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針

目標値 400 425 450 475 500

実績値 415 484 458

達成率 ― 121.0% 107.8% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

目標値
シンポジ
ウムの開

催

事業内容
検討

ブロック単
位での実

施

ブロック単
位での実

施

ブロック単
位での実

施

実績値

達成率 ― ― ― ― ― ―

評価 ― A A

目標値 1 1 1 1 1

実績値 ― 1 1

達成率 ― 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

まちづくり活動に参加したいと思
わないという層や，女性や外国
人などに対し，まちづくり活動に
対する意識改革を図るため，ま
ちづくりセンターにおいて，幅広
い世代や多様な人々に対する体
験講座を実施する。

ライフスタイルの変化や価
値観の多様化に柔軟に対
応し，未加入者に対する
加入促進や高齢者の退会
防止を図ります。

子どもの就学時や大学・
専門学校等入学時など，
幅広い世代への機会を捉
えた周知啓発を行うととも
に，自治会長等の意識醸
成に向けたシンポジウム
や研修会等の開催の支援
に取り組みます。

定性

自治会長等の「誰もが参
加しやすい自治会づくり」
に向けた意識醸成を図る

ための仕組みづくり

設定理由：新規に事業を
検討しているため

世帯

地域まちづくり活動の活性化や
活動の担い手の確保を図るた
め，自治会長等の自治会活動へ
の意識改革のための研修会等
の開催を支援する。

・自治会が抱える共通の課題や
悩みの解決に向けた具体的な取
組を学ぶ「自治会活動・元気アッ
プ研修会」を2回開催し，今回
は，「防災訓練を豊かにするアイ
デアを考える」をテーマに，56名
の自治会長等に既存の自治会
活動のアップデート方法につい
て学びの機会を提供することが
でき，自治会長等の意識醸成を
図ることができた。
・「誰もが参加しやすい自治会づ
くり」に向けた意識醸成について
は，継続的な支援を図っていく必
要がある。
・3月に「宇都宮市地域で支え合
う自治会条例」を制定し，自治会
の活性化等に向けて自治会や
市民その他の関係者が果たす
べき役割や，それぞれが等しく地
域社会を構成する一員である意
識を持ちながら相互に連携・協
働する重要性を明記した。

地域で活躍する女性や女
性団体の事例発表会の開

催

設定理由：まちづくり活動
への参加意識の啓発にあ
たっては，実際の取組事
例の共有が重要と考えら

れるため

回

Ｒ４ 取組方針Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

女性活躍の事例集や，男女共同
参画推進センター「アコール」で
実施している「地域における女性
リーダー養成講座」等を活用し，
啓発を実施する。

人

定量

基本目標１　地域社会の一員として自発的な協働意欲が形成されている
基本施策１－１　協働を促進する意識づくり

事業概要

1

取組
番号

取組・事業名
指標名

（下段：設定理由）
単位 項目

指標
種別

【重点・拡充】
まちづくり活動参加に向
けた意識改革

世論調査の結果において
「参加したいとは思わな
い」（令和３年度２５%）と回
答した層や，女性や外国
人など多様な人々に対し，
まちづくり活動に対する意
識改革を図ります。

まちづくりセンターが開催
するボランティア体験プロ
グラム事業等参加者数

設定理由：ボランティア初
心者等を対象とした事業
の参加者数を通じて無関
心層等の意識改革の状況
を把握できると考えられる

ため

まちづくり活動への無関心
層をはじめ，多様な人々
への体験講座の開催や，
ＳＮＳ等を活用した先進活
動事例の発信等に取り組
みます。

地域活動団体等に対し
「男女共同参画・女性活
躍」の意識を醸成していく
ほか，女性活躍の事例集
の作成や事例発表の場な
どを積極的に活用し，周
知・啓発に取り組みます。

2
【重点・拡充】
時代に即した自治会加入
の啓発

3

定量

※
【重点・新規】
女性や女性団体のまちづ
くり活動への参加意識の
啓発

自治会活動をはじめとす
る，まちづくり活動におけ
る女性や女性団体の活躍
促進を図ります。

担当課

みんなでまちづくり課

女性活躍推進課
みんなでまちづくり課

・市民協働のまちづくりの拠点施
設として，指定管理更新に当た
り，他団体との連携等のコーディ
ネート業務を専門事業者に再委
託可能とすることでサービス向
上を図るとともに，人員体制の強
化や人員配置の弾力化により，
施設管理業務だけでなく外部団
体へもアプローチしやすい環境
を整えるなど，まちづくり活動支
援の充実・強化を図った。
・地域活力の維持・向上を図るた
め，大学生等の若者のボラン
ティアへの参加促進や，地域活
動団体等の運営や団体間の連
携などを支援していくとともに，セ
ンターの更なる認知拡大や活用
促進に取り組む必要がある。

・地域活動団体等に対し，「男女
共同参画・女性活躍」の意識を
醸成するため，地域における女
性活躍の事例集を作成するた
め，各地区市民センター・市民活
動センターへ掲載事例のヒアリ
ングを行った。
・「地域活動における女性参画推
進セミナー」において，地域で活
躍する女性の活動事例発表や
グループワーク等を実施し，アン
コンシャス・バイアスへの気づき・
地域における男女共同参画・女
性活躍の必要性について意識啓
発を行うことができた。
・今後は，地域の実情に応じた
意識啓発や，多くの市民への周
知を図るため，実施手法につい
て見直しの検討が必要である。

R6-R7

・更なるまちづくり支援の充実・
強化に向け，積極的に地域に出
向き，ニーズを把握しながら，各
主体の連携体制構築に取り組む
とともに，若年層や民間事業者
など新たな協働の担い手を増や
すための取組を行っていく。
・まちづくり活動の中長期的な支
援機能の強化に向け，運営体制
等の在り方を検討する。

・地域における女性活躍の事例
集を作成し，地域向けに配布す
るほか，市ホームページで掲載
するなど周知を行い，地域にお
ける男女共同参画の推進を図
る。
・令和７年度から新たに「地域活
動における女性参画推進セミ
ナー」をアコールでの参集形式
から出前講座形式とするととも
に，作成した事例集を活用する
ことで更なる意識醸成に取り組
んでいく。

みんなでまちづくり課

・「誰もが参加しやすい自治会づ
くり」への機運醸成に向け，「これ
からの自治会」などについて意
見交換等を実施する各ブロック
ごとの自治会シンポジウムを開
催する。

進行管理表
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事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針
Ｒ４ 取組方針Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

事業概要取組
番号

取組・事業名
指標名

（下段：設定理由）
単位 項目

指標
種別

担当課
R6-R7

目標値 2 3 3 3 3

実績値 2 2 3

達成率 ― 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

目標値 7,000 8,000 9,000 10,000 11,000

実績値 5,035 6,683 7527

達成率 ― 95.5% 94.1% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B B

目標値 1,040 1,080 1,120 1,160 1,200

実績値 950 1,353 1,630

達成率 ― 130.1% 150.9% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

まちづくり活動への参加促進とま
ちづくり活動の活性化を図るた
め，スマートフォンやホームペー
ジを活用した「まちづくり活動応
援事業」により，活動参加者にポ
イントを付与するとともに，地域
活動団体等の活動情報を発信
する。

まちづくり活動応援事業
活動参加者数

設定理由：まちづくり活動
応援事業の取組状況を定
量的に測ることができるた

め

人

外国人や地域まちづくり組
織などへの情報発信数

（SNS，まちづくり組織全体
会，広報紙ミニ特集）

【設定理由】
外国人の参加意識の啓発
にあたっては，外国人へ
地域行事などを情報提供
し関心を高めるとともに，
地域の方々や広く市民に
も外国人のまちづくり参加
に向けた意識啓発が重要

と考えられるため

回
外国人のまちづくり活動へ
の参加意識の啓発に取り
組みます。

定量

定量

外国人市民にまちづくり活動に
関する情報を発信していくととも
に，地域活動団体等に対し，外
国人市民の状況やコミュニケー
ションのポイントなどの情報提供
に取り組む。

※
【新規】
まちづくりへの意識を高め
る学習の推進

人6

まちづくり活動の新たな担
い手確保につなげるた
め，多様な人々のまちづく
り活動への参加意識の向
上を図ります。

自治会活動等の地域まち
づくりについて知る機会
や，防災，安心・安全，地
域共生など，まちづくりに
関するテーマにより，地域
で互いに支え合う意識を
高める生涯学習講座等の
企画に取り組みます。

地域学，宇都宮学の受講
者数

設定理由：地域理解に関
する住民意識の向上を定
量的に図ることのできる数

値であるため

定量

まちづくり活動応援事業
まちづくり活動への参加促
進と活動の活性化を図り
ます。

5

4

スマートフォンアプリや
ホームページを活用した
「まちづくり活動応援事業」
により，地域活動団体やＮ
ＰＯの活動情報の発信に
取り組むとともに，活動参
加者にポイントを付与しま
す。

※
【重点・新規】
外国人のまちづくり活動
への参加意識の啓発

市内在住の外国人のまち
づくり活動参加への関心
を高めるとともに，地域活
動団体等に対し，外国人
と協力した活動の実施な
ど，多文化共生への意識
の向上を図ります。

生涯学習課
みんなでまちづくり課

郷土愛や住民意識を醸成し，地
域づくりやまちづくりの取組を促
進するきっかけとするため，全て
の市民が地域課題や魅力を発
見・共有する「地域学」，本市独
自に創設した，宇都宮の歴史や
文化を知る「宇都宮学」講座等を
実施する。

・生涯学習センターで開催する
様々な講座において，地域理解
につながる内容を取り入れ，自
分の住む地域に目を向ける機
会，考える機会をつくった。
（例：地域を流れる河川について
学ぶ，特産品（ゆず）を使った菓
子作り，「下野凧」の体験，地域
内に立地する企業・施設を見学
する，など）
・実施にあたっては，「地域で学
び，学んだひとが地域をつくる」
地域教育の推進を目指し，受講
者が地域の課題に気づき，課題
解決に向けた主体的な学習・活
動へ結び付くことが必要である。

・地域理解につながる内容を講
座に取り入れ，自分の住む地域
に目を向ける機会，考える機会
を創出し，地域課題解決に向け
た主体的な学習・活動へ結び付
け，地域を支える人材の育成が
できるよう取り組んでいく。
・学習と活動の循環（ＣＫＰサイク
ル）を目指し，その機会を創出す
るため，各生涯学習センターの
事業計画に即した年間の事業に
加えて，年度途中に地域発意に
よって企画された講座等の実施
を推進する。

多文化共生推進課
みんなでまちづくり課

みんなでまちづくり課

広報誌のミニ特集で多文化共生
についての情報を発信すること
で広く啓発したとともに，留学生
の地域行事への参加促進などに
も取り組んだ。また，地域で開催
する国際理解講座の参加者に
多文化共生の意識啓発チラシを
配布したほか，まちづくり懇談会
や，地域まちづくり推進協議会全
体会において，外国人の地域参
加に向けた啓発チラシを配布し
た。

・　市内全域において，本事業が
活用されるよう，引き続き，「まち
活応援隊」（地域行政機関職員）
による「１地区１モデル事業」の
創出支援に取り組んだほか，ア
プリの操作性（検索方法など）の
改善に向けた画面改修に取り組
むとともに，地域活動団体，
NPO，企業等を対象とした事業
説明会の開催や，SNSなどを通
じた事業PR動画の周知による事
業の普及啓発を行った結果，活
動者等の登録の増加や活動機
会の創出を図った。
・　更なる参加促進を図るため，
引き続き，地域活動団体，ＮＰ
Ｏ，企業等に対し，まちづくりセン
ターと連携しながら，本事業の参
加方法，仕組みなどについて周
知する必要がある。
・　市内全域において，本事業が
活用されるよう，参加者（団体・
個人）の登録促進や相談支援の
充実を図る必要がある。

まちづくり活動に関する情報を外
国人向けに発信していくととも
に，引き続き，外国人の地域参
加に向けた啓発チラシをまちづく
り懇談会や，地域まちづくり推進
協議会全体会で配付していく。

・　活用促進が図られるよう，ア
プリの操作改善に向けた画面改
修を行うほか，活動者の「励み」
や実施団体の「活力向上」につ
ながるよう，引き続き，まち活応
援隊やまちづくりセンターと連携
しながら，活動事例集や事業PR
動画等を活用し，活動団体等に
対する事業の理解促進，参加促
進に向けた効果的な方策を検討
し，実施していく。



事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針
Ｒ４ 取組方針Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

事業概要取組
番号

取組・事業名
指標名

（下段：設定理由）
単位 項目

指標
種別

担当課
R6-R7

目標値 30 31 32 33 34

実績値 28 29 33

達成率 ― 96.7% 106.5% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B A

目標値 ― ― ― ― ― ―

実績値 ― ― ― ― ― ―

達成率 ― ― ― ― ― ―

評価 ― A A

目標値 1,430 1,510 1,590 1,670 1,750

実績値 1,366 1,428 1517

達成率 ― 99.9% 100.5% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B A

【活動指標（基本目標１）】

指標名（単位） 項目
Ｒ３

(基準値)
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

目標
値

50,000

実績
値

14,026 25,063 35,322 32,371

青少年対象事業

ボランティア体験等を通し
て，青少年の道徳心や規
範意識等の醸成を図りま
す。

9
宇都宮ブランド戦略にお
ける市民参加型事業

宇都宮ブランド戦略を推
進し，郷土愛や住民意識
の醸成を図ります。

オリジナルロゴマーク作製
数

設定理由：市民参加型の
魅力発信の取組であるた

め

青少年対象講座の実施回
数/参加者数

設定理由：青少年の体験
活動を定量的に計ること
のできる数値であるため

人

地域共生社会の実現に向
けた理解促進

【設定理由】
地域共生社会の実現には
市民一人ひとりの意識が

重要となるため

7

8
【新規】
共生のこころをはぐくむプ
ロモーション事業

地域共生社会の実現に向
け，共生のこころをはぐく
む人づくりの推進を図りま
す。

市民参加型のイベントや
ワークショップの実施のほ
か，様々な媒体（ホーム
ページ，ＳＮＳ，ＹｏｕＴｕｂｅ
等）を活用した周知・啓発
に取り組みます。

ブランドメッセージ「住めば
愉快だ宇都宮」を活用し，
市民自らによる本市の魅
力発信の推進に取り組み
ます。

―

件

生涯学習課

保健福祉総務課

都市ブランド戦略課

地域共生社会の実現に向けて，
誰もが地域社会の一員としてそ
の地域と関わり合いながら，支え
手となれるよう，共生のこころを
はぐくむ人づくりの推進に取り組
みます。

・　社会の変化に対応できるよ
う，体験活動や異年齢との交流
等，多様化する青少年のライフ
スタイルや学習ニーズに対応し
た講座を実施していく。
・　各種団体との連携やICTの活
用など，多様な形式でより多くの
青少年の参加意欲を高めるとと
もに，学習環境を整え，道徳心
や規範意識等の醸成を引き続き
図っていく。

・郷土料理づくりやドローン体
験，プログラミング，ＬＲＴ乗車，
工場見学などの参加型の様々な
体験活動を通して，学ぶ楽しさを
感じる機会を提供し，学習意欲
の向上を図った。
・　外国人や親子，参加者同士で
共に学ぶことを通して，普段経験
することのない異文化交流や異
年齢での交流の輪を深め，青少
年の規範意識や道徳心の習得，
地域理解の醸成に取り組んだ。
・多様な体験を通じて豊かな人
間性，規範意識等を高めてもらう
ため，より多くの青少年に参加し
てもらえるよう，講座内容，情報
発信を工夫する必要がある。

・市有施設のモニター等を活用し
「地域共生のこころをはぐくむプ
ロモーション動画」を放映したほ
か，市民福祉の祭典での「地域
共生クイズ」ブースの出展，広報
紙への「保健と福祉のまるごと相
談窓口エールU」の特集掲載な
ど，様々な機会を捉えて地域共
生社会の理念や「エールＵ」の周
知を実施し，市民の福祉意識の
向上や地域共生社会の理解促
進が図られた。
・今後とも，市民の意識向上や理
解促進を図り，行動変容を促し
ていくためには，引き続き，より
多くの市民の目や耳に触れる機
会を確保し，地域共生社会や
エールＵの周知啓発に取り組む
必要がある。

・令和６年度については，宇都宮
ブランディングアライアンスHPな
どによる情報発信により，オリジ
ナルロゴマークの申請件数が昨
年度を上回り，当初の目標件数
を達成した。
（令和５年度：６２件→令和６年
度：８９件）
・市民参加型によるブランド戦略
をより一層推進するため，引き続
き，シビックプライドの醸成を図る
とともに，オリジナルロゴマーク
作製の更なる促進に取り組む必
要がある。

・シビックプライドの醸成を図るた
め，引き続き，市民参加によるミ
ヤリーキャラバンや出前講座を
推進していく。
・また，オリジナルロゴマークの
作製促進に向けては，HPなどの
これまでの媒体による情報発信
に加えて，商工会議所と連携し
た情報発信を新たに行うなど，
市民や事業者に対する周知を強
化していく。

生涯学習センター等にお
ける講座の受講者数（人）

定量

定性

定量

・季節の行事や体操，音楽，工
作などのプログラムを通して参
加者同士の交流を図る。
　
・　多様化する学習ニーズに対
応できるよう，青少年が参加しや
すい日程を工夫するとともに，講
座の企画段階においては，過去
に人気のあった講座について集
計し，センターに周知するなど，
魅力ある講座の企画に取組む。

・引き続き，宇都宮駅東口交流
広場デジタルサイネージ等での
動画放映やイベント出展，ラジオ
出演，広報紙での特集掲載など
の手法により，地域共生社会や
エールUの周知啓発に取り組ん
でいく。
・特にエールUの認知向上に向
け，市内60店舗のスーパーに協
力いただき，令和7年4月までに
周知ポスターを掲示したほか，
新たにSNSを利用したエールU
の広告配信を行い，これまで
エールUを利用する機会が少な
いまたは無い市民にも認知が浸
透していくよう，取組の強化を
図っていく。

オール宇都宮でのブランドメッ
セージ「住めば愉快だ宇都宮」の
活用をはじめ，ミヤリーキャラバ
ンや出前講座を通じた市民参
加・交流を通じて，シビックプライ
ドの醸成を図り，市民が本市の
魅力を自らＰＲするなど，市民参
加型のブランド戦略を推進する。

各種団体等と連携した事
業など，多様化する青少
年のライフスタイルや学習
ニーズに対応した講座の
開催に取り組みます。



事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針

目標値 1 1 1 1 1

実績値 1 1 1

達成率 ― 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

目標値 7,000 8,000 9,000 10,000 11,000

実績値 5,035 6,683 7527

達成率 ― 95.5% 94.1% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B B

目標値 400 425 450 475 500

実績値 415 484 458

達成率 ― 121.0% 107.8% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

目標値 32 34 36 38 40

実績値 30 33 37

達成率 ― 103.1% 108.8% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

・　活用促進が図られるよう，ア
プリの操作改善に向けた画面改
修を行うほか，活動者の「励み」
や実施団体の「活力向上」につ
ながるよう，引き続き，まち活応
援隊やまちづくりセンターと連携
しながら，活動事例集や事業PR
動画等を活用し，活動団体等に
対する事業の理解促進，参加促
進に向けた効果的な方策を検討
し，実施していく。

・　より多くの人に参加してもらえ
るよう周知の強化を図るととも
に，指定管理事業者とユースサ
ポーターズネットワークとの連携
等を活用しながら，若者の更な
る参加促進につなげ工夫を図
る。

・地域理解につながる内容を講
座に取り入れ，自分の住む地域
に目を向ける機会，考える機会
を創出し，地域課題解決に向け
た主体的な学習・活動へ結び付
け，地域を支える人材の育成が
できるよう取り組んでいく。
・学習と活動の循環（ＣＫＰサイク
ル）を目指し，その機会を創出す
るため，各生涯学習センターの
事業計画に即した年間の事業に
加えて，年度途中に地域発意に
よって企画された講座等の実施
を推進する。

女性活躍推進課

みんなでまちづくり課

みんなでまちづくり課

生涯学習課

・　市内全域において，本事業が
活用されるよう，引き続き，「まち
活応援隊」（地域行政機関職員）
による「１地区１モデル事業」の
創出支援に取り組んだほか，ア
プリの操作性（検索方法など）の
改善に向けた画面改修に取り組
むとともに，地域活動団体，
NPO，企業等を対象とした事業
説明会の開催や，SNSなどを通
じた事業PR動画の周知による事
業の普及啓発を行った結果，活
動者等の登録の増加や活動機
会の創出を図った。
・　更なる参加促進を図るため，
引き続き，地域活動団体，ＮＰ
Ｏ，企業等に対し，まちづくりセン
ターと連携しながら，本事業の参
加方法，仕組みなどについて周
知する必要がある。
・　市内全域において，本事業が
活用されるよう，参加者（団体・
個人）の登録促進や相談支援の
充実を図る必要がある。

ボランティア体験プログラムを延
べ２１回開催し，高校生から事業
者まで幅広い人たちのボランティ
ア参加機会の創出につながっ
た。

・生涯学習センターで開催する
様々な講座において，地域理解
につながる内容を取り入れ，自
分の住む地域に目を向ける機
会，考える機会をつくった。
（例：地域を流れる河川について
学ぶ，特産品（ゆず）を使った菓
子作り，「下野凧」の体験，地域
内に立地する企業・施設を見学
する，など）
・実施にあたっては，「地域で学
び，学んだひとが地域をつくる」
地域教育の推進を目指し，受講
者が地域の課題に気づき，課題
解決に向けた主体的な学習・活
動へ結び付くことが必要である。

10

11

12

13

【重点・新規】
地域における女性リー
ダー育成

男女が共に政策や方針な
どの意思決定の場に参画
できるよう，地域や団体等
で活躍する女性リーダー
の育成を図ります。

女性リーダー育成に関す
る講座等の開催回数

設定理由：地域における
女性リーダーの育成の取
組状況を定量的に測るこ

とができるため

回

【拡充】
活動体験機会の
提供

回
（再）【新規】
 まちづくりへの意識を
高める学習の推進

自治会活動等のまちづくり
について知る機会や地域
で互いに支え合う意識を
高める学習の推進を図り
ます。

まちぴあによる幅広い世
代を対象とした体験講座
等の開催に取り組みま
す。

自治会をはじめとする地
域まちづくり活動や地域共
生社会の意識を高める学
習機会の提供に取り組み
ます。

若者やシニア世代等に対
し，まちづくり活動への参
加促進を図ります。

人

基本目標２　まちづくり活動へ参加しやすい機会と環境が充実している
基本施策２－１　参加しやすい機会の提供

取組
番号

取組・事業名
事業概要 指標名

（下段：設定理由）

（再）
まちづくり活動応援事
業

まちづくり活動への参加促
進と活動の活性化を図り
ます。

スマートフォンアプリや
ホームページを活用した
「まちづくり活動応援事業」
により，地域活動団体やＮ
ＰＯの活動情報を発信に
取り組むとともに，活動参
加者にポイントを付与しま
す。

・「地域活動における女性参画推
進セミナー」において，女性リー
ダーの必要性等の講義と地域で
活躍する女性の活動事例発表，
グループワークにより，参加者の
地域活動への積極的な参画と，
リーダーとして活動する意欲を高
めることができた。
・今後は，地域で活躍する女性
リーダーを多く育成するための
手法について検討が必要。

男女共同参画推進セン
ター「アコール」等におい
て，講座や交流会等の開
催に取り組みます。

Ｒ８ Ｒ９

地域における女性リーダーを育
成するため，男女共同参画推進
センター「アコール」等において，
講座や交流会等を開催し，女性
リーダーの必要性や理解促進の
ほか，情報誌などで周知啓発を
実施していく。

R6-R7

・令和７年度から新たに「地域活
動における女性参画推進セミ
ナー」をアコールでの参集形式
から出前講座形式とするととも
に，作成した事例集を活用する
ことで更なる意識醸成に取り組
んでいく。

担当課単位 項目 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７Ｒ４ 取組方針

まちづくり活動への参加促進とま
ちづくり活動の活性化を図るた
め，スマートフォンやホームペー
ジを活用した「まちづくり活動応
援事業」により，活動参加者にポ
イントを付与するとともに，地域
活動団体等の活動情報を発信
する。

若者やシニア世代等のまちづく
り活動への参加を促進するた
め，まちづくりセンターによる幅
広い世代を対象とした体験講座
等を開催する。

郷土愛や住民意識を醸成し，地
域づくりやまちづくりの取組を促
進するきっかけとするため，全て
の市民が地域課題や魅力を発
見・共有する「地域学」，本市独
自に創設した，宇都宮の歴史や
文化を知る「宇都宮学」講座等を
実施する。

指標
種別

定量

定量

定量

定量

まちづくり活動応援事業
活動参加者数（再掲）

設定理由：まちづくり活動
応援事業の取組状況を定
量的に測ることができるた

め

まちづくりセンターが開催
するボランティア体験プロ
グラム事業等参加者数

（再掲）

設定理由：ボランティア初
心者等を対象とした事業
の参加者数を通じて無関
心層等の意識改革の状況
を把握できると考えられる

ため

人

地域学，宇都宮学の講座
開催数

設定理由：まちづくりへの
意識を高める学習機会を
定量的に図ることのできる

数値であるため

進行管理表

２－１



事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針

目標値 ― ― ― ― ―

実績値 ― ― ― ― ― ―

達成率 ― ― ― ― ― ―

評価 ― A A

目標値 20 45 70 95 120

実績値 － 40 82

達成率 ― 200.0% 182.2% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

目標値 1 1 1 1 1

実績値 ― 1 1

達成率 ― 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

外国人市民のうち日本人
との交流意欲の高い住民
に，地域の構成員として
様々なまちづくり活動に参
加してもらうための仕組み
づくりに取り組みます。

R6-R7

・ 「共生の居場所ライトリンク補
助金事業」については，居場所
の運営者・利用者へのヒアリング
等を行い，本格実施に向け，制
度の見直しや追加の検討を行
う。
・ 「参加支援コーディネート事業」
については，多機関協働事業で
の積極的な活用に向け，具体的
な導入提案を行うとともに，参加
支援コーディネーターと要支援
者との適切なマッチングが図ら
れるよう，事前の調整等を丁寧
に実施する。

引き続き，より多くの宮デジサ
ポーターの養成人数の拡充に向
けて，活動に適したスキルを持
つ，意欲的な人材を募集するた
め，広報紙等で宮デジサポー
ターの活動やその意義について
発信する。加えて，宮デジサポー
ターの活動促進に向けて，関係
課や地域行政機関と連携しなが
ら，地域とのマッチング支援を通
じて地域との接点を増やすととも
に，交流会の開催等を通じて，よ
り一層宮デジサポーター同士の
つながりを形成する。

・今後も国際理解講座などを通し
て，外国人市民と地域の日本人
との交流を促進していくととも
に，外国人市民の地域行事への
参加に向けては，参加したい行
事として「祭り」が多いことから（R
４調査），地域のお祭りの情報な
どを提供していく。

地域社会との繋がりづくりに向
け，個人の状況やニーズ等に応
じ，福祉協力員や民生委員など
の地域福祉の担い手が地域資
源とのマッチングを支援します。

　庁内各課と連携して，「宮デジ
サポーター講座」の受講者が，
新たな宮デジサポーター候補と
なり得る地域人材を発掘する仕
組みを検討するとともに，宮デジ
サポーターが活動しやすい環境
を整備しながら，宮デジサポー
ターの養成人数の増加や活動促
進を図っていく。

外国人市民のまちづくり活動へ
の参加促進を図るため，既存の
多文化共生フォーラムや国際理
解講座を通した交流に加え，地
域内の外国人市民と日本人市
民の相互理解を促進させるため
の仕組みづくりに取り組む。

16
【重点・新規】
外国人のまちづくり活動
への参加促進

外国人のまちづくり活動
への参加促進を図りま
す。

基本目標２　まちづくり活動へ参加しやすい機会と環境が充実している
基本施策２－２　参加しやすい環境の充実

15

【新規】
地域イベント等参加促進
支援事業

地域共生社会の構築に向
け，市民の市民活動参加
への誘導や，住民同士の
支え合いの促進を図りま
す。

14

取組
番号

取組・事業名
事業概要 指標名

（下段：設定理由）
単位 項目

宮デジサポーターの養成
人数

設定理由：より多くの宮デ
ジサポーターを養成するこ
とにより，デジタルを活用
できる技術の格差の緩和
に貢献すると考えられるた

め

―

人
【重点・新規】
「宮デジサポーター」養成
事業

デジタルデバイドへの対
応として，スマートフォンの
基礎的な操作方法などに
ついて，正しい知識を習
得できる環境の充実を図
ります。

Ｒ６ 担当課取組方針

・「共生の居場所ライトリンク補助
金」を令和7年度までのモデル事
業として創設し，社会との関係が
希薄化している，又は希薄化す
る恐れのある人を含め，世代や
分野を問わず誰もが集える居場
所づくりへの支援を実施した。ま
た，社会復帰や社会参加の促進
に支援が必要な方に対して精神
保健福祉士などが支援する「参
加支援コーディネート事業」を開
始した。
・今後，モデル事業の本格実施
に向けて効果検証などを実施す
るとともに，参加支援コーディ
ネーターと要支援者とのマッチン
グが円滑に図られるよう，運用
面の対応が求められている。

庁内各課との連携や広報紙の
活用などにより，新たに４２名を
養成し，当初想定の約２倍の養
成人数を達成した。関係課や地
域行政機関と連携しながら，活
動機会の提供や宮デジサポー
ター同士の交流会の開催等を
行った。

・外国人市民に国際理解講座の
講師や多文化共生フォーラムの
パネリストとして参加してもらうこ
とで，地域住民などとの交流が
図られたほか，大学と地域に働
きかけ，留学生の地域行事（秋
祭りなど）への参加に繋げた。

Ｒ９Ｒ７ Ｒ８

保健福祉総務課

デジタル政策課

多文化共生推進課
みんなでまちづくり課

地域住民同士の絆づくり
の創出に向け，社会資源
とのマッチングを行う仕組
みを構築するなど，支え
合いによる地域づくりへの
支援に取り組みます。

スマートフォンの基礎的な操
作方法などについて教えるこ
とができる「宮デジサポー
ター」を養成し，日常生活や
所属する地域活動団体等の
普段の活動の中で，高齢者
などに対して，スマートフォン
に関する正しい知識や技術
の伝達，支援などに取り組み
ます。

支援対象者の事業活用に
向けた意識醸成

【設定理由】
当事業は支援対象者に社
会とのつながりの再構築
の意向が有ることが前提
となることから，各々の特
性に合わせた案内など，
個別対応が必要となるた

め

－

多文化共生フォーラムの
開催数

【設定理由】
外国人市民と日本人市民
がワークショップを通して
交流する事業であり，今
後の交流のきっかけとな

るため。

Ｒ５Ｒ４
指標
種別

定性

定量

定量

進行管理表

２－２

※№14「地域イベント等参加促進支援事業」については，

令和５年度より開始した本市の「重層的支援体制整備事

業」のうち「参加支援事業」が該当することから，当該事業

の取組方針に基づき，評価を実施した。



事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針

R6-R7取組
番号

取組・事業名
事業概要 指標名

（下段：設定理由）
単位 項目 Ｒ６ 担当課取組方針Ｒ９Ｒ７ Ｒ８Ｒ５Ｒ４

指標
種別

目標値
事業内容

検討

モデル地
区での事
業実施

市全域で
の事業実

施

市全域で
の事業実

施

市全域で
の事業実

施

実績値 ―

達成率 ― ― ― ― ― ―

評価 ― A A

目標値 500 525 550 575 600

実績値 498 402 423

達成率 ― 80.4% 80.6% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B B

目標値 860 880 900 920 940

実績値 840 868 627

達成率 ― 100.9% 71.3% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A B

目標値 14,780 15,240 15,310 15,360 15,410

実績値 14,042 14,335 14481

達成率 ― 97.0% 95.0% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B B

【新規】
新たな担い手確保に向け
た人材育成

生涯学習講座等で学んだ
市民がその成果を地域で
実践することにより，地域
コミュニティの活性化を図
ります。

多様な活動主体への支
援
（まちぴあ）

ＮＰＯや事業者等のまちづ
くり活動の促進や，市民活
動団体における活動の活
性化を図ります。

高齢者等地域活動支援
ポイント事業

・引き続き，「講座企画・運営ボラ
ンティアスタッフ養成講座」の修
了者が企画・運営に関わる市民
参加型講座を実施することで，
地域に貢献できる人材育成事業
の充実を図るとともに，デジタル
活用術などの今日的課題にも対
応した講座を開催することによ
り，魅力的な学習機会の提供を
図る。
・授業や社会教育実習を通して
知識を得て経験を積んだ大学生
等が継続的に地域活動につなが
るよう，活動先の情報提供と働き
かけに取り組み，新たな担い手
の確保につなげていく。

・更なるまちづくり支援の充実・
強化に向け，積極的に地域に出
向き，ニーズを把握しながら，各
主体の連携体制構築に取り組む
とともに，若年層や民間事業者
など新たな協働の担い手を増や
すための取組を行っていく。

・各地域が抱えるそれぞれの課
題やニーズに対し，地域特性を
活かしながら行う，地域主体のま
ちづくりを全市に広げるため，引
き続き，地域みんなの夢実現事
業の補助を継続するとともに，地
域行政機関と連携し，地域まち
づくり計画策定の促進，計画の
具現化に向けた補助制度の活
用や事業実施のアドバイス，他
地区の取組事例の紹介などを行
いながら，支援していく。

高齢者が培った知識・経験を地
域社会で生かし社会的役割を果
たし生きがいをもって暮らしてい
けるよう，メンバーの確保と活動
内容の充実を図る。

地域で活動する人材を育てるた
め，まちづくり活動への参加を促
進させる講座を開催し，地域活
動に携わるために必要な知識や
手法等を学び，学んだ内容を地
域で実践できるような仕組みづく
りに取り組んでいく。

19

20
高齢者等の社会活動への
参加促進を図ります。

高齢者等地域活動支援ポ
イント事業

延べ参加者数

設定理由：活動状況を定
量的に評価する指標とし
て，最も適切なデータであ

ると考えられるため

多様な活動主体への支
援
（地域行政機関）

市民が気軽にまちづくり活
動に参加できるよう，まち
づくり支援担当者による相
談，支援等の充実を図り
ます。

・地域みんなの夢実現事業の補
助を４地区が活用し，各地域が
抱えるそれぞれの課題やニーズ
に対し，地域の特性や地域の力
を十分生かし，地域が主体的に
取り組めるよう，地域行政機関と
連携しながら，補助制度の活用
や事業実施のアドバイス，他地
区の取組事例の紹介などの支
援により，地域ならではの資源
や伝統文化を軸に地域間交流を
行ったり，地域の特産品を活用
した加工品の作成，文化遺産の
伝承と情報発信など，特色ある
地域づくりの促進を図ることがで
きた。

社会参加，健康づくり，生きがい
づくりにつながるなど，目標や楽
しみができ，活動継続の励みと
なっており，年々利用者が増加
傾向にある。

件

人

地域行政機関におけるま
ちづくり活動に関する相談

支援数

設定理由：多様な活動主
体への支援状況を定量的
に測ることができるため

介護保険施設等での支援
活動などの「地域貢献活
動」や「健康づくり活動」に
対しポイントを付与し，貯
めたポイントを活動奨励
物品への交換やボラン
ティア団体等への寄付に
充てるシステムの活用の
推進に取り組みます。

17

18

・まちぴあや地域行政機
関等において，生涯学習
講座等で学んだ市民が，
実際の地域活動やＮＰＯ
活動などに生かすことが
できる仕組みづくりに取り
組みます。
・地域行政機関において
は，生涯学習センター（人
づくり）と地区市民セン
ター等（まちづくり）の両機
能を生かした仕組みの検
討に取り組みます。

まちぴあにおいて，各まち
づくり活動主体からの活
動参加や参加者確保のた
めの相談支援とともに，活
動資金となる助成金募集
や活動情報の発信に取り
組みます。

地域行政機関において，
地域のニーズを踏まえ，
寄り添いながら，各まちづ
くり活動主体からの活動
参加への相談支援や活動
情報の発信に取り組みま
す。

・地域の資源・魅力について学ん
だ市民が，大学生に教わりなが
らSNS（Instagram）を使った情報
の発信手法を学ぶなど，新たな
担い手の確保につながる多世代
型の連続講座を開催することが
できた。
・生涯学習センター・人材かがや
きセンターにおいて，社会教育主
事資格の取得を目指す社会教
育実習生が，講座の企画・運営
に携わった。
・人づくりの拠点である「人材か
がやきセンター」において，学校・
家庭・地域など活動する場所や
活動レベルに合わせた人材育成
事業や今日的課題に対応した先
駆的な講座などを実施すること
により，地域教育の推進を図るこ
とができた。
・大学生の授業・実習に伴う地域
活動への参加は一過性であるこ
とが多く，継続的に取り組む人材
を育成する必要がある。

・市民協働のまちづくりの拠点施
設として，まちづくりに関する相
談対応やボランティア等の人材
育成支援などに取り組み，利用
者による事業評価アンケートに
おいても，高い水準の満足度を
維持することができた。
・地域活力の維持・向上を図るた
め，大学生等の若者のボラン
ティアへの参加促進や，地域活
動団体等の運営や団体間の連
携などを支援していくとともに，セ
ンターの更なる認知拡大や活用
促進に取り組む必要がある。

生涯学習課
みんなでまちづくり課

みんなでまちづくり課

定量

定量

みんなでまちづくり課

高齢福祉課

・地区市民センターなどの地域
行政機関の職員を対象としたま
ちづくり支援担当者研修等にお
いて，職員のまちづくりに関する
知識や資質の向上を図り，まち
づくり活動等に関する相談支援
の質の向上を図る。また，まちづ
くり活動応援事業を活用し，身近
な活動の情報や地域の魅力を発
信していく。

より多くの高齢者に事業に参加
いただくため，更なる事業周知に
取り組むとともに，健康ポイント
やまちづくりポイントなど，類似す
る「ポイント」との統合やアプリに
よる事業参加などについて，検
討に取り組んでいく。

件

新たな担い手確保に向け
た人材育成の仕組みづく

り

設定理由：定量的な評価
が馴染まないため

ＮＰＯや企業等のまちづくり活動
の促進や，市民活動団体におけ
る活動の活性化を図るため，ま
ちづくりセンターにおいて，各活
動主体からの相談支援や，活動
情報の発信に取り組む。

－

まちづくりセンターにおけ
る活動の相談件数

設定理由：多様な活動主
体への支援状況を定量的
に測ることができるため

定性

定量



事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針

R6-R7取組
番号

取組・事業名
事業概要 指標名

（下段：設定理由）
単位 項目 Ｒ６ 担当課取組方針Ｒ９Ｒ７ Ｒ８Ｒ５Ｒ４

指標
種別

目標値 18 26 ― ― ―

実績値 9 18 26

達成率 ― 100.0% 100.0% ― ― ―

評価 ― A A

目標値 35 35 35 35 35

実績値 34 39 34

達成率 ― 111.4% 97.1% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A B

【活動指標（基本目標２）】

指標名（単位） 項目
Ｒ３

(基準値)
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

目標
値

11,000

実績
値

3,825 5,035 6,683 7,527

目標
値

2,800

実績
値

1,254 1,596 2,384 2,459

・引き続き，宇都宮市自治会連
合会と連携しながら制度の周知
を行い，自治会活動拠点の確保
や整備促進を図るとともに，集会
所の適正管理を呼びかけてい
く。

・地域住民が活用しやすい居場
所づくりのため，建築費の上昇
や他都市の補助制度との均衡を
踏まえ，補助限度額を1.25倍
（400万円⇒500万円）に見直し，
令和7年度から拡充することと整
理した。

―

各事業を関係課と連携しながら
実施し，延べ２６件のデジタル活
用事例を掲載した。

今後は，デジタル活用の実践事
例等については市HPへ掲載し，
地域活動団体へのデジタル活用
支援については，「宮デジサポー
ター」の活動や「地域活動団体デ
ジタル活用補助金」等の支援メ
ニューが充実していることから，
令和６年度をもって，当該事業を
終了することとした。

地域コミュニティ活動の拠点とな
る集会所の整備の促進と充実を
図るため，自治会等が所有する
地域集会所等建設費等補助金
を交付を行う。

定量 みんなでまちづくり課

21

地域集会所等建設費補助
事業及び家賃補助事業申

請件数

設定理由：補助金の活用
状況を定量的に評価する
指標として，最も適切な

データであると考えられる
ため

22

【新規】
「うつのみやデジタルスク
エア」の活用促進

「地域活動団体」を主な対
象として，デジタルへの興
味・関心を高め，デジタル
化に係る交流を生み出す
場などの創出を図ります。

「うつのみやデジタルスク
エア」におけるデジタル活
用事例の掲載数（累計）

設定理由：地域活動団体
等がデジタル技術を活用
し，それぞれの課題を解
決した事例をより多く掲載
することにより，他の団体
等のデジタル化に貢献す

ると考えられるため

Ｗｅｂサイト上でデジタルを
活用した様々な取組を学
ぶことができる機会やデ
ジタル専門家に相談でき
る機会の提供に加え，デ
ジタル専門家の地域への
派遣支援やセミナー等の
開催に取り組みます。

自治会等が所有する地域
集会所等建設費の補助に
取り組みます。

件
地域集会所等建設費補
助

地域コミュニティ活動の拠
点となる集会所整備の促
進と充実を図ります。

デジタル政策課定量 件

・庁内各課と連携しながら，効果
的にデジタルを活用している地
域活動団体等の取組に関する情
報を収集し，Webサイトに掲載し
ていく。

まちづくり活動応援事業
活動参加者数（人）

まちづくり活動応援事業
登録活動数（件）



事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針

目標値 7,000 8,000 9,000 10,000 11,000

実績値 5,035 6,683 7527

達成率 ― 95.5% 94.1% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B B

目標値 ― ― ― ― ―

実績値 ― ― ― ― ― ―

達成率 ― ― ― ― ― ―

評価 ― A A

目標値 18 26 34 42 50

実績値 9 18 26

達成率 ― 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

地域における支え合い活
動の推進

【設定理由】
地域における支え合い活

動の充実を図るため

「うつのみやデジタルスク
エア」におけるデジタル活
用事例の掲載数（累計）

設定理由：地域活動団体
等がデジタル技術を活用
し，それぞれの課題を解
決した事例をより多く掲載
することにより，他の団体
等のデジタル化に貢献す

ると考えられるため

―

件

「つながりサポート女性支
援事業」等の既存事業と
の連携を図りながら，「地
域づくり事業の実施」「参
加支援事業の実施」に取
り組みます。

Ｗｅｂサイト上でデジタルを
活用した様々な取組を学
ぶことができる機会やデジ
タル専門家に相談できる
機会の提供に加え，デジ
タル専門家の地域への派
遣支援やセミナー等の開
催に取り組みます。

定性

定量
（再）【新規】
 「うつのみやデジタル
スクエア」の活用促進

【重点・新規】
地域共生社会の実現に
向けた重層的支援体制整
備事業

24

25

地域の中で活動する様々
な団体や個人，事業者及
び行政が互いにその機
能・役割について共通認
識を持ち，課題を共有し，
ネットワークを構築して，
共に支え合うことができる
体制づくりの推進を図りま
す。

「地域活動団体」を主な対
象として，デジタルへの興
味・関心を高め，デジタル
化に係る交流を生み出す
場などの創出を図ります。

（再）
まちづくり活動応援事
業

まちづくり活動への参加促
進と活動の活性化を図り
ます。

まちづくり活動応援事業
活動参加者数（再掲）

設定理由：まちづくり活動
応援事業の取組状況を定
量的に測ることができるた

め

Ｒ９

基本目標３　まちづくり活動団体の活力が維持されている
基本施策３－１　団体の組織基盤強化

23

取組
番号

取組・事業名 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

人

Ｒ４
事業概要

スマートフォンアプリや
ホームページを活用した
「まちづくり活動応援事業」
により，地域活動団体やＮ
ＰＯの活動情報の発信に
取り組むとともに，活動参
加者にポイントを付与しま
す。

単位 項目 Ｒ５
指標名

（下段：設定理由）
指標
種別

定量

第２層協議体等を通じて，子ども
から高齢者，障がい者，外国人
などに関する地域の課題を把握
し，支え合い活動の推進を図り
ます。
※　現在，地域の支え合い活動
を支援する組織体である支え合
い協議会設立に向け，関係団体
と調整中

・庁内各課と連携しながら，効果
的にデジタルを活用している地
域活動団体等の取組に関する
情報を収集し，Webサイトに掲載
していく。

担当課

保健福祉総務課
みんなでまちづくり課

デジタル政策課

・地域団体等に個別に取組の理
解促進等を図ったことで令和6年
度は第２層協議体が2地区（合計
38地区），共生型協議体が7地区
それぞれ設置された。運営支援
としては，市職員が各協議体の
話し合いの場に同席し情報提供
や検討への助言等を実施したほ
か，「地域の支え合い活動促進
のためのガイドライン」を作成・配
付するなどの支援を行った。ま
た，支え合い活動の推進として
「宇都宮市支え合い協議会」の
活動を通じて地域や企業団体に
よる支え合い活動の案内や参加
を促すリーフレットを作成し，配
布を開始した。
・今後とも，各協議体の未設置地
区について設置の必要性や取組
の理解を得ながら設置を促す必
要がある。

各事業を関係課と連携しながら
実施し，延べ２６件のデジタル活
用事例を掲載した。
今後は，デジタル活用の実践事
例等については市HPへ掲載し，
地域活動団体へのデジタル活用
支援については，「宮デジサポー
ター」の活動や「地域活動団体デ
ジタル活用補助金」等の支援メ
ニューが充実していることから，
令和６年度をもって，当該事業を
終了することとした。

みんなでまちづくり課

取組方針

・　市内全域において，本事業が
活用されるよう，引き続き，「まち
活応援隊」（地域行政機関職員）
による「１地区１モデル事業」の
創出支援に取り組んだほか，ア
プリの操作性（検索方法など）の
改善に向けた画面改修に取り組
むとともに，地域活動団体，
NPO，企業等を対象とした事業
説明会の開催や，SNSなどを通
じた事業PR動画の周知による事
業の普及啓発を行った結果，活
動者等の登録の増加や活動機
会の創出を図った。
・　更なる参加促進を図るため，
引き続き，地域活動団体，ＮＰ
Ｏ，企業等に対し，まちづくりセン
ターと連携しながら，本事業の参
加方法，仕組みなどについて周
知する必要がある。
・　市内全域において，本事業が
活用されるよう，参加者（団体・
個人）の登録促進や相談支援の
充実を図る必要がある。

まちづくり活動への参加促進とま
ちづくり活動の活性化を図るた
め，スマートフォンやホームペー
ジを活用した「まちづくり活動応
援事業」により，活動参加者にポ
イントを付与するとともに，地域
活動団体等の活動情報を発信
する。

・　活用促進が図られるよう，ア
プリの操作改善に向けた画面改
修を行うほか，活動者の「励み」
や実施団体の「活力向上」につ
ながるよう，引き続き，まち活応
援隊やまちづくりセンターと連携
しながら，活動事例集や事業PR
動画等を活用し，活動団体等に
対する事業の理解促進，参加促
進に向けた効果的な方策を検討
し，実施していく。

・第２層協議体の設立について
は，引き続き，地域包括支援セ
ンターや地域行政機関等と連携
しながら未設置地区である戸祭
地区に対し，先進事例の紹介な
ど，地域の実情に応じた説明を
行っていく。共生型協議体の設
立については，地区の意向を尊
重しつつ，第２層協議体とともに
活動することで地域の福祉的課
題の解決に幅広く対応できること
や，先進地区の取組状況などを
丁寧に説明していく。

―

R6-R7

進行管理表

３－１

※№24「地域共生社会の実現に向けた重層的支援体制整

備事業」については，令和５年度より開始した本市の「重

層的支援体制整備事業」のうち「地域づくり事業」が該当す

ることから，当該事業の取組方針に基づき，評価を実施し

た。なお，「参加支援事業の実施」については№14におい

て評価を実施している。



事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針

目標値 10 20 20 20 20

実績値 10 10 20

達成率 ― 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

目標値 補助金創設 10 10 10 10

実績値 ― ― 14

達成率 ― ― 140.0% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

目標値
事業内容

検討

モデル地
区での事
業実施

市全域で
の事業実

施

市全域で
の事業実

施

市全域で
の事業実

施

実績値 -

達成率 ― ― ― ― ― ―

評価 ― A A

担当課Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 取組方針

基本目標３　まちづくり活動団体の活力が維持されている
基本施策３－２　団体の育成・強化

取組
番号

取組・事業名
事業概要 指標名

（下段：設定理由）
単位 項目

指標
種別

Ｒ４
R6-R7

みんなでまちづくり課

27
【重点・新規】
地域デジタル化の推進

電子回覧板やオンライン
会議，ＬＩＮＥ等の活用によ
る情報共有の迅速化な
ど，団体運営の効率化に
伴う自治会役員等の負担
軽減や，地域活動への参
加者・担い手の確保を図り
ます。

スマホ基礎講座・生涯学
習講座等の開催による
「デジタルデバイド対策」
や「デジタル人材の育
成」，相談体制の整備や
補助金の創設等による
「環境の整備支援」に取り
組みます。

地域活動団体デジタル活
用支援事業補助金の創設
（Ｒ６以降：地域活動団体
デジタル活用支援事業補

助金の交付団体数）

設定理由：定量的な評価
が馴染まないため

-

団体運営の効率化に伴う自治会
役員等の負担軽減や，地域活動
への参加者・担い手の確保に寄
与するため，令和６年度に自治
会等のデジタル化を支援する新
たな補助金を創設する。

みんなでまちづくり課
生涯学習課
デジタル政策課

26

【重点・拡充】
自治会活動の活性化及
び加入促進に向けた取組
の強化

地域コミュニティの基盤で
ある自治会への加入促
進・退会防止や活動の活
性化に向け，様々な取組
による活力維持を図りま
す。

・　課題解決に向けた具体
的な手法を学ぶ「自治会
活動・元気アップ研修会」
や，他のモデルとなる新た
な取組を創出する「魅力あ
る自治会づくり支援事業」
等の実施により，自治会
加入促進及び活動の活性
化に向けた支援に取り組
みます。
・　若者や女性などの多様
な人々のまちづくり活動へ
の参加促進や，役員の負
担軽減のためのデジタル
を活用した団体運営など
への支援に取り組みま
す。

魅力ある自治会づくり支
援事業補助金交付件数

設定理由：加入促進や退
会防止に向けた自治会へ
の支援状況を定量的に測

ることができるため

世帯定量

定量

・「自治会活動・元気アップ研修
会」を2回開催し，「防災訓練を豊
かにするアイデアを考える」を
テーマに，56名の自治会長等に
防災訓練等の既存の自治会活
動のアップデート方法について
学びの機会を提供することがで
き，自治会長等の意識醸成を図
ることができた。
・「魅力ある自治会づくり支援事
業補助金」の交付により，「女性
視点でまちづくりを考える懇談会
の開催」や「地域の防災意識の
向上」など，自治会の課題解決
や活動の活性化に向けた地域
主体の取組が行われ，自治会の
魅力を高めることができた。
・　宇都宮市自治会連合会事務
局に新たに自治会加入促進支
援員を1名配置し，宮ＰＡＳＳを活
用したスタンプラリーの開催など
自治会加入促進・退会抑止に向
けた取組を行うことができた。
・自治会の持続可能性を高める
ため，自治会・市民・事業者・市
などの役割を明確化した「地域で
支え合う自治会条例」を制定し，
市としてもこれまで以上に自治会
支援に取り組むことが可能な環
境を整備した。
・引き続き，自治会活動の活性
化及び負担軽減に向けた効果
的な支援策について，検討する
必要がある。

自治会や地域まちづくり組織に
おけるデジタル活用を支援する
ための新たな補助金の創設に向
け，１０団体に対する支援に必要
な事業費を令和６年度予算に計
上した。

地域コミュニティの基盤である自
治会への加入促進・退会防止に
向けた取組による活力維持を図
るため，自治会シンポジウムや
自治会活動・元気アップ研修会
の開催や，魅力ある自治会づくり
支援事業補助金の交付，デジタ
ルを活用した役員の負担軽減の
取組を支援する。

・自治会の意義・重要性及び「地
域で支え合う自治会条例」のさら
なる周知に向け，あらゆる機会を
とらえた周知を行うとともに，地
域の会合等を活用した条例の勉
強会についても開催していく。
・令和６年度に作成した「大規模
分譲・集合住宅加入促進マニュ
アル」を活用し，各地区ごとの実
情を踏まえ，加入促進に向けた
取組の検討等が実施可能となる
よう，地区への説明等を実施す
る。
・自治会支援に向けた「高齢者
等の負担軽減」や「口座振替導
入支援」等の新規支援事業につ
いて，自治会と意見交換しなが
ら，制度設計を行い，支援を実
施する。
・　「宮PASS」のサービス提供施
設の拡充や，サービスの効果的
な周知啓発を支援するとともに，
引き続き，「宮PASS」スタンプラ
リーの実施を支援していく。
・「魅力ある自治会支援事業補
助金」を引き続き交付し，自治会
ごとの特色に応じた効果的な取
組を支援するとともに，これまで
の好事例をもとに事例集を作成・
共有することで，地域の魅力向
上を図る

引き続き，補助金の対象団体へ
の積極的な周知に取り組むとと
もに，補助金の活用事例の情報
共有を行うことにより，補助金の
効果的な利用促進を図る。

生涯学習課
みんなでまちづくり課

28
（再）【新規】
 新たな担い手確保に向け
た人材育成

生涯学習講座等で学んだ
市民がその成果を地域で
実践することにより，地域
コミュニティの活性化を図
ります。

自治会活動や防犯活動，
文化振興等，まちづくりに
関わり，支えるボランティ
ア等の人材育成や活動を
促す手法等の検討に取り
組みます。

新たな担い手確保に向け
た人材育成の仕組みづく

り

設定理由：定量的な評価
が馴染まないため

-定性

・地域の資源・魅力について学んだ
市民が，大学生に教わりながらSNS
（Instagram）を使った情報の発信手
法を学ぶなど，新たな担い手の確保
につながる多世代型の連続講座を
開催することができた。
・生涯学習センター・人材かがやき
センターにおいて，社会教育主事資
格の取得を目指す社会教育実習生
が，講座の企画・運営に携わった。
・人づくりの拠点である「人材かがや
きセンター」において，学校・家庭・
地域など活動する場所や活動レベ
ルに合わせた人材育成事業や今日
的課題に対応した先駆的な講座な
どを実施することにより，地域教育
の推進を図ることができた。
・大学生の授業・実習に伴う地域活
動への参加は一過性であることが
多く，継続的に取り組む人材を育成
する必要がある。

地域で活動する人材を育てるた
め，まちづくり活動への参加を促
進させる講座を開催し，地域活
動に携わるために必要な知識や
手法等を学び，学んだ内容を地
域で実践できるような仕組みづく
りに取り組んでいく。

・引き続き，「講座企画・運営ボラン
ティアスタッフ養成講座」の修了者が
企画・運営に関わる市民参加型講
座を実施することで，地域に貢献で
きる人材育成事業の充実を図るとと
もに，デジタル活用術などの今日的
課題にも対応した講座を開催するこ
とにより，魅力的な学習機会の提供
を図る。
・授業や社会教育実習を通して知識
を得て経験を積んだ大学生等が継
続的に地域活動につながるよう，活
動先の情報提供と働きかけに取り
組み，新たな担い手の確保につな
げていく。

進行管理表

３－２



事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針
担当課Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 取組方針

取組
番号

取組・事業名
事業概要 指標名

（下段：設定理由）
単位 項目

指標
種別

Ｒ４
R6-R7

目標値
事業内容

検討

地域にお
ける女性
活躍の事
例集作成

事例集を
活用した地
域への説
明会の実

施

事例集を
活用した地
域への説
明会の実

施

事例集を
活用した地
域への説
明会の実

施

実績値 ― ― ― ― ― ―

達成率 ― ― ― ― ― ―

評価 ― A A

目標値 20 45 70 95 120

実績値 － 40 82

達成率 ― 200.0% 182.2% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

目標値 420 420 420 420 420

実績値 373 404 373

達成率 ― 96.2% 88.8% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B B

目標値 7,000 8,000 9,000 10,000 11,000

実績値 5,035 6,683 7527

達成率 ― 95.5% 94.1% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B B

29
【重点・新規】
女性や女性団体の活躍
に向けた支援

自治会をはじめとする地
域活動団体等において，
女性や女性団体の活躍促
進を図ります。

地域まちづくりに係る補助
金等を活用するなど，「男
女共同参画・女性活躍」を
支援する手法の検討に取
り組みます。

女性活躍促進に向けた支
援の仕組みづくり

設定理由：定量的な評価
が馴染まないため

-

自治会等における女性や女性団
体の活躍促進を図るため，魅力
ある自治会づくり支援事業補助
金等を活用した女性活躍促進に
向けた支援手法の検討に取り組
んでいく。

女性活躍推進課
みんなでまちづくり課

・城山地区において，魅力ある自
治会づくり支援事業補助金を活
用し，女性視点でまちづくり活動
を考える懇談会を開催した。
・地域活動団体等における「男女
共同参画・女性活躍」の意識を
醸成するため，『地域における女
性活躍の事例集』の作成に向け
た地域の好事例の情報収集を
行った。
（事例集は令和７年６月に完成）
・今後は，地域における女性活
躍の事例を横展開していくため
の手法について検討が必要。

定性

・地域における女性活躍の事例
集を作成し，地域向けに配布す
るほか，市ホームページで掲載
するなど周知を行い，地域にお
ける男女共同参画の推進を図
る。
・令和７年度から新たに「地域活
動における女性参画推進セミ
ナー」をアコールでの参集形式
から出前講座形式で実施し，作
成した事例集を活用するなど，
女性や女性団体の活躍に向け
た支援に取り組んでいく。

デジタル政策課

31
地域まちづくり組織の活
性化支援

各地区においてまちづくり
活動を行う各種団体の活
力維持を図ります。

協働の地域づくり支援事
業補助金等により，各種
団体の円滑な連携・協力
による地域の活性化を図
る取組を支援します。

協働の地域づくり支援事
業補助金を活用した事業

件数

設定理由：各地区のまち
づくり活動団体の活動の
活性化を定量的に測るこ

とができるため

件

各地区におけるまちづくり活動の
各種団体の活力維持を図るた
め，協働の地域づくり支援事業
補助金等の交付により，各種団
体の円滑な連携・協力を図る取
組を支援する。

みんなでまちづくり課

30
（再）【重点・新規】
「宮デジサポーター」養成
事業

デジタル人材の育成によ
り，デジタルデバイドへの
対応を図ります。

スマートフォンの基礎的な
操作方法などについて，
身の回りの高齢者等に対
して教えることができる
「宮デジサポーター」を養
成するための講座の開催
に取り組みます。

宮デジサポーターの養成
人数

設定理由：より多くの宮デ
ジサポーターを養成するこ
とにより，デジタルを活用
できる技術の格差の緩和
に貢献すると考えられるた

め

人

庁内各課との連携や広報紙の
活用などにより，新たに４２名を
養成し，当初想定の約２倍の養
成人数を達成した。関係課や地
域行政機関と連携しながら，活
動機会の提供や宮デジサポー
ター同士の交流会の開催等を
行った。

　庁内各課と連携して，「宮デジ
サポーター講座」の受講者が，
新たな宮デジサポーター候補と
なり得る地域人材を発掘する仕
組みを検討するとともに，宮デジ
サポーターが活動しやすい環境
を整備しながら，宮デジサポー
ターの養成人数の増加や活動促
進を図っていく。

定量

定量

・「地域みんなの夢実現事業」の
補助を４地区が活用し，各地域
が抱えるそれぞれの課題やニー
ズに対し，地域行政機関と連携
しながら，補助制度の活用や事
業実施のアドバイス，他地区の
取組事例の紹介などの支援によ
り，地域ならではの資源や伝統
文化を軸に地域間交流や，地域
の特産品を活用した加工品の作
成，文化遺産の伝承と情報発信
など，地域自らが地域特性等を
生かし，主体的に取り組む特色
ある地域づくりを支援した。
・地域まちづくり組織の円滑な運
営に向けて，適切な支援となるよ
う，補助の充実を図る必要があ
る。

引き続き，より多くの宮デジサ
ポーターの養成人数の拡充に向
けて，活動に適したスキルを持
つ，意欲的な人材を募集するた
め，広報紙等で宮デジサポー
ターの活動やその意義について
発信する。加えて，宮デジサポー
ターの活動促進に向けて，関係
課や地域行政機関と連携しなが
ら，地域とのマッチング支援を通
じて地域との接点を増やすととも
に，交流会の開催等を通じて，よ
り一層宮デジサポーター同士の
つながりを形成する。

・引き続き，他地区の取組事例
の紹介などを行いながら，地域
まちづくり計画の具現化に向け
た「協働の地域づくり支援事業補
助金」の活用促進を図り，地域
特性を生かした地域主体のまち
づくりを支援していく。
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（再）
まちづくり活動応援事業

まちづくり活動への参加促
進と活動の活性化を図り
ます。

スマートフォンアプリや
ホームページを活用した
「まちづくり活動応援事業」
により，地域活動団体やＮ
ＰＯの活動情報を発信に
取り組むとともに，活動参
加者にポイントを付与しま
す。

まちづくり活動応援事業
活動参加者数（再掲）

設定理由：まちづくり活動
応援事業の取組状況を定
量的に測ることができるた

め

人

まちづくり活動への参加促進とま
ちづくり活動の活性化を図るた
め，スマートフォンやホームペー
ジを活用した「まちづくり活動応
援事業」により，活動参加者にポ
イントを付与するとともに，地域
活動団体等の活動情報を発信
する。

定量

・　市内全域において，本事業が
活用されるよう，引き続き，「まち
活応援隊」（地域行政機関職員）
による「１地区１モデル事業」の
創出支援に取り組んだほか，ア
プリの操作性（検索方法など）の
改善に向けた画面改修に取り組
むとともに，地域活動団体，
NPO，企業等を対象とした事業
説明会の開催や，SNSなどを通
じた事業PR動画の周知による事
業の普及啓発を行った結果，活
動者等の登録の増加や活動機
会の創出を図った。
・　更なる参加促進を図るため，
引き続き，地域活動団体，ＮＰ
Ｏ，企業等に対し，まちづくりセン
ターと連携しながら，本事業の参
加方法，仕組みなどについて周
知する必要がある。
・　市内全域において，本事業が
活用されるよう，参加者（団体・
個人）の登録促進や相談支援の
充実を図る必要がある。

・　活用促進が図られるよう，ア
プリの操作性（検索方法など）の
改善に向けた画面改修を行うほ
か，活動者の「励み」や実施団体
の「活力向上」につながるよう，
引き続き，まち活応援隊やまち
づくりセンターと連携しながら，活
動事例集や事業PR動画等を活
用し，活動団体等に対する事業
の理解促進，参加促進に向けた
効果的な方策を検討し，実施し
ていく。



事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針
担当課Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 取組方針

取組
番号

取組・事業名
事業概要 指標名

（下段：設定理由）
単位 項目

指標
種別

Ｒ４
R6-R7

目標値 17 17 17 19 19

実績値 17 13 22

達成率 ― 76.5% 129.4% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B A

目標値 10 10 12 12 12

実績値 10 13 12

達成率 ― 130.0% 120.0% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

目標値 9 10 10 11 11

実績値 9 10 7

達成率 ― 111.1% 70.0% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A B

【活動指標（基本目標３）】

指標名（単位） 項目
Ｒ３

(基準値)
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

目標
値

20

実績
値

17 17 13 22

目標
値

50

実績
値

3 9 18 26

目標
値

150,000

実績
値

148,370 147,818 146,789 145,557

33 市民活動助成事業
市民活動団体に対する活
動支援により，自立化・活
発化を図ります。

公益的な活動に対して事
業費の一部を助成する
「市民活動助成制度」の更
なる周知を図り，活用の促
進に取り組みます。

助成団体数

設定理由：市民活動団体
の自立化・活発化を定量
的に測ることができるため

件

市民活動団体の自立化，活発化
を図るため，市民活動助成制度
により，公益的な活動の事業費
の一部を助成する。

みんなでまちづくり課定量

・２２団体に対して事業に要する
費用の一部を助成することによ
り，シニア世代向けの携帯・スマ
ホ勉強会の開催や，自然科学を
テーマとしたイベントの開催な
ど，団体の自主的で公益的な活
動を支援し，市民協働のまちづく
りを推進することができた。
・より多くの市民活動団体が助成
事業を活用できるよう，まちづくり
センターと連携しながら，市民活
動団体への周知を行い，団体の
活動の活性化を図る必要があ
る。

・市民活動団体が，活動を継続
し，自立できるよう，引き続き，ま
ちづくりセンターと連携しながら，
団体の申請促進や活動支援に
努めていく。

35
【新規】
宇都宮市ふるさと納税公
益活動支援事業

市民による公益に資する
団体（特定公益増進法
人，ＮＰＯ，認可地縁団
体）の活動の維持・強化を
図ります。

ふるさと納税制度を活用
し，市が寄付の受入先と
なり，公益活動団体の「資
金調達」の支援に取り組
みます。

補助決定団体数

設定理由：より多くの団体
に対する支援を行うことに
より，民間主体の公益的
活動の活性化が図られる

と考えられるため。

定量

34
団体の組織基盤強化へ
の支援

団体が自分たちの活動資
金を自ら創出し，団体の
自立や活動の継続を図り
ます。

ビジネスの視点をもった財
源確保に関する講座の開
催や相談対応等の支援に
取り組みます。

まちづくりセンターにおけ
る講座・相談会開催数

設定理由：団体の組織基
盤強化への支援を定量的
に測ることができるため

定量

市民活動助成団体数（団
体）

自治会加入世帯数（世帯）

「うつのみやデジタルスク
エア」におけるデジタル活
用事例の掲載数（累計）

（件）
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団体

ふるさと納税の仕組みを活用し，
公益的活動を行う団体を財政的
に支援することで，民間主体の
公益的活動の更なる活性化を図
る。

都市ブランド戦略課

件

・令和６年度においては，補助決
定団体数が７団体となり，目標値
を下回ったが，寄附の受け入れ
については，ポータルサイトでの
周知に加えて，寄附募集チラシ
の配架を拡充したことにより金
額，件数ともに令和５年度を上
回った。
（寄附件数　100件→137件）
（寄附金額　739千円→1,943千
円）
・民間主体の公益的活動の更な
る活性化を図るため，公益活動
団体の本事業への参加促進を
図るとともに，財政的支援となる
寄附の拡大に取り組む必要があ
る。

市民活動団体が活動資金を自ら
創出し活動を継続していくため，
まちづくりセンターにおいて，財
源確保に関する講座の開催や相
談対応を行う。

・市民協働のまちづくりの拠点施
設として，NPO等を対象にした助
成金説明会や，NPO法人向け会
計ソフト使い方及び決算書作成
講座，活動再開を目指す地域活
動団体からの相談に対応した。

・引き続き，まちづくり活動団体
の活動活性化に資する勉強会等
を開催するとともに，NPOからの
相談業務等を通じながら，活動
主体間の連携・協力の促進に取
り組む。

・より多くの公益活動団体の参加
や，寄附の確保に向け，HPや広
報紙，SNSなどを活用しながら本
制度についての周知を強化して
いく。



事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針

目標値 30 30 30 30 30

実績値 23 23 173

達成率 ― 76.7% 576.7% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B A

目標値 10 10 10 10 10

実績値 － 13 15

達成率 ― 130.0% 150.0% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

目標値 7,000 8,000 9,000 10,000 11,000

実績値 5,035 6,683 7527

達成率 ― 95.5% 94.1% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B B

目標値 17 17 17 19 19

実績値 17 13 22

達成率 ― 76.5% 129.4% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B A

基本目標４　まちづくり活動主体連携・協力が広がっている
基本施策４－１　民間活力の活用促進

事業概要

38
（再）
まちづくり活動応援事
業

まちづくり活動への参加促
進と活動の活性化を図り
ます。

スマートフォンアプリや
ホームページを活用した
「まちづくり活動応援事業」
により，地域活動団体やＮ
ＰＯの活動情報を発信に
取り組むとともに，活動参
加者にポイントを付与しま
す。

39
（再）
 市民活動助成事業

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 取組方針
取組
番号

取組・事業名 単位 項目 Ｒ５Ｒ４
指標
種別

担当課
指標名

（下段：設定理由）

「ミヤ・共創ラボ」受付件数

設定理由：共創事業を定
量的に測ることができるた

め

件
政策審議室（共創推進
室）

まちづくりセンターにおけ
る団体間連携事業数

設定理由：連携・協力の支
援強化を定量的に測るこ

とができるため

件

地域活動団体とＮＰＯが連携した
まちづくり活動の推進を図るた
め，まちづくりセンターにおいて，
地域活動団体が抱える課題に対
し，ＮＰＯ等が持つスキルを活用
できるよう，連携・協力の支援を
強化する。

みんなでまちづくり課

まちづくり活動応援事業
活動参加者数（再掲）

設定理由：まちづくり活動
応援事業の取組状況を定
量的に測ることができるた

め

人

まちづくり活動への参加促進とま
ちづくり活動の活性化を図るた
め，スマートフォンやホームペー
ジを活用した「まちづくり活動応
援事業」により，活動参加者にポ
イントを付与するとともに，地域
活動団体等の活動情報を発信
する。

みんなでまちづくり課

Ｒ６

36
【重点・拡充】
公民連携事業の推進

顕在化・多様化する社会
的課題の解決を図りま
す。

民間事業者や行政が持つ
ノウハウや資源を効果的
に活用し，相互の信頼関
係向上に向けた情報の積
極的な提供や，「みや・公
民連携デスク」，「包括連
携事業」などの連携事業
に取り組みます。

37
【重点・拡充】
ＮＰＯ等による地域課題
等への取組の推進

ＮＰＯ等のスキルを活用
し，行政課題や地域課題
に対応するほか，地域活
動団体とＮＰＯが連携した
まちづくり活動の推進を図
ります。

地域の一員として，ＮＰＯ
等の民間スキルを活用で
きるよう，地域との連携・
協力の支援強化に取り組
みます。

地域課題の解決に資する「新た
な価値の創造」に向け，宇都宮
市東京オフィスと連携しながら，
民間事業者や各団体からの提
案を受け付けるとともに，社会実
装のための実証実験を行う。
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ＮＰＯや事業者等が連携
し，互いの強みを生かして
まちづくり活動に取り組む
事業の創出を図ります。

まちづくり活動団体がＮＰ
Ｏや事業者等と連携して
行う公益的な活動に対し，
事業費の一部を助成する
「市民活動助成事業」の充
実や効果的な周知に取り
組みます。

助成団体数

設定理由：市民活動団体
の自立化・活発化を定量
的に測ることができるため

件

市民活動団体の自立化，活発化
を図るため，市民活動助成制度
により，公益的な活動の事業費
の一部を助成する。

定量

定量

定量

定量

・民間事業者等からの提案につ
いては，課題解決型（「テーマ設
定型」）の募集の開始や「宇都宮
市東京オフィス」との連携強化に
より，提案件数の増加がみられ
た。また，提案内容を所管課とと
もに民間事業者等と対話を重
ね，地域課題等の解決に向けた
実証実験の実施に繋げることが
できた。
・地域課題等の解決を図るた
め，本格実装を見据えた事業の
具体化を図る必要がある。

・市民協働のまちづくりの拠点施
設として，指定管理更新に当た
り，他団体との連携等のコーディ
ネート業務を専門事業者に再委
託可能とすることでサービス向
上を図るとともに，人員体制の強
化や人員配置の弾力化により，
施設管理業務だけでなく外部団
体へもアプローチしやすい環境
を整えるなど，まちづくり活動支
援の充実・強化を図った。

・　市内全域において，本事業が
活用されるよう，引き続き，「まち
活応援隊」（地域行政機関職員）
による「１地区１モデル事業」の
創出支援に取り組んだほか，ア
プリの操作性（検索方法など）の
改善に向けた画面改修に取り組
むとともに，地域活動団体，
NPO，企業等を対象とした事業
説明会の開催や，SNSなどを通
じた事業PR動画の周知による事
業の普及啓発を行った結果，活
動者等の登録の増加や活動機
会の創出を図った。
・　更なる参加促進を図るため，
引き続き，地域活動団体，ＮＰ
Ｏ，企業等に対し，まちづくりセン
ターと連携しながら，本事業の参
加方法，仕組みなどについて周
知する必要がある。
・　市内全域において，本事業が
活用されるよう，参加者（団体・
個人）の登録促進や相談支援の
充実を図る必要がある。

・２２団体に対して事業に要する
費用の一部を助成することによ
り，シニア世代向けの携帯・スマ
ホ勉強会の開催や，自然科学を
テーマとしたイベントの開催な
ど，団体の自主的で公益的な活
動を支援し，市民協働のまちづく
りを推進することができた。
・より多くの市民活動団体が助成
事業を活用できるよう，まちづく
りセンターと連携しながら，市民
活動団体への周知を行い，団体
の活動の活性化を図る必要があ
る。

R6-R7

引き続き「宇都宮市東京オフィ
ス」との連携を図りながら，市民・
事業者・団体・行政など，本市の
まちづくりの主体が一体となり，
柔軟な発想や民間アイデア等を
取り入れ，市民サービスの向上
や新たな価値の創造を目指す
「共創のまちづくり」の更なる推
進を図る。

・更なるまちづくり支援の充実・
強化に向け，積極的に地域に出
向き，ニーズを把握しながら，各
主体の連携体制構築に取り組む
とともに，若年層や民間事業者
など新たな協働の担い手を増や
すための取組を行っていく。

・　活用促進が図られるよう，ア
プリの操作改善に向けた画面改
修を行うほか，活動者の「励み」
や実施団体の「活力向上」につ
ながるよう，引き続き，まち活応
援隊やまちづくりセンターと連携
しながら，活動事例集や事業PR
動画等を活用し，活動団体等に
対する事業の理解促進，参加促
進に向けた効果的な方策を検討
し，実施していく。

・市民活動団体が，活動を継続
し，自立できるよう，引き続き，ま
ちづくりセンターと連携しながら，
団体の申請促進や活動支援に
努めていく。

進行管理表

４－１



事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針

事業概要
Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 取組方針

取組
番号

取組・事業名 単位 項目 Ｒ５Ｒ４
指標
種別

担当課
指標名

（下段：設定理由）
Ｒ６

R6-R7

目標値 75 75 75 75 75

実績値 73 75 73

達成率 ― 100.0% 97.3% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A B

目標値 1 1 1 1 1

実績値 1 1 1

達成率 ― 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

商工振興課

市民，企業に対するＣＳＲ活動の
普及・啓発を図るためには，「ＣＳ
Ｒ認証企業」の拡充を図ることが
重要であることから，融資や入札
加点以外にも事業者の人材確保
に向けた支援策など，既存の認
証企業及び新規申請企業がより
一層魅力を感じられる支援策を
検討するほか，親和性の高い
SDGｓの考え方と本制度の紐づ
けなどを実施しながら，引き続き
「ＣＳＲ認証制度」を推進してい
く。

件

回

・認証企業向けCSRセミナーなど
に加え，「じぶん×未来フェア」へ
の優先出展や認証企業のPR動
画の放映など，制度の周知・理
解促進や人材確保支援の実施
を行いながら，企業のＣＳＲ活動
を広く周知した。
・認証企業への支援策について
は，業種を問わず，さらに魅力を
感じられる支援内容となるよう検
討する必要がある。

・制度融資や入札加点以外にも
事業者の人材確保に向けた支
援策など，既存の認証企業及び
新規申請企業がより一層魅力を
感じられる恩恵を検討していく。
・親和性の高いSDGｓの考え方と
本制度の紐づけなどを実施しな
がら，引き続き「ＣＳＲ認証制度」
を推進していく。

・今後も大学や民間シンクタンク
と連携した専門性の高い調査研
究を実施し，将来的な課題解決
に寄与する政策の提案に取り組
むほか，政策立案，事業実施に
おいて，本市が有する大学等と
のネットワークを活用し，連携を
強化していく。

様々な分野での活動を総
合的に支援・推奨し，市
民・事業者・行政の協働の
まちづくりの推進を図りま
す。

ＣＳＲセミナー等の実施回
数

設定理由：CSR活動の意
識向上に資するため

40

41 ＣＳＲ認証事業

市内大学との連携
複雑・多様化する行政課
題を解決するため，市内
大学との連携を図ります。

大学研究者との共同研究
や本市事業への運営支援

の件数

設定理由：大学との共同
研究等や，大学生への政
策情報の発信等の件数が
増加することにより，学生
等の本市のまちづくりに対
する関心が高まることが

考えられるため

市内大学との共同研究な
どにより，大学の有する人
的・知的資源を効果的に
活用するとともに，大学生
への政策情報の発信等に
より，本市のまちづくりに
対する関心を高め，実践
的に活動する機会の提供
に取り組みます。

ＣＳＲ活動を行う企業を
「宇都宮まちづくり貢献企
業」として認証し，企業の
地域貢献活動を促進させ
るほか，ＣＳＲセミナーを
実施することで，市民や企
業のＣＳＲ活動の意識向
上に取り組みます。

定量

多様化する行政課題解決のた
め，引き続き大学の有する知的・
人的資源を効果的に活用すると
ともに，大学生への本市のまち
づくりに対する関心を高め，活動
する機会を提供する必要がある
ため，引き続き，本市における調
査研究や政策立案，事業実施に
おいて，市内大学等から情報収
集を行いながら，連携を図ってい
く。

市政研究センター定量

・複雑，多様化する行政課題の
解決に向けて，中長期的な視点
に基づき，今後顕在化が予測さ
れる課題に対する調査研究を
行ったほか，既に顕在化しており
短期的に取り組むべき行政課題
への対応策や政策の提案に取り
組んだ。
・当センターのネットワーク等を
活かし，庁内各課のニーズと大
学が持つシーズを的確に把握し
た上で，本市事業への運営支援
に取り組んだ。



事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針

目標値 15 15 15 15 15

実績値 13 14 11

達成率 ― 93.3% 73.3% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― B B

目標値 4 4 4 4 4

実績値 4 4 4

達成率 ― 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

基本目標４　まちづくり活動主体連携・協力が広がっている
基本施策４－２　コーディネート機能強化

取組
番号

取組・事業名
事業概要 指標名

（下段：設定理由）
単位 項目

指標
種別

回

地域行政機関とまちぴあとの情
報交流機会を創出するため，「ま
ちづくり支援担当者研修」にまち
ぴあ職員の参加の場を設けると
ともに，グループワークなどを通
して，相互に課題を共有し，解決
策を検討することで，コーディ
ネート力の強化を図る。

みんなでまちづくり課

担当課Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 取組方針Ｒ４

・「まちづくり支援担当者研修」を
まちぴあで開催し，まちぴあ職員
を参加させることで，地域行政機
関とまちぴあとの情報交換の機
会を創出し，連携の強化を図る
ことができた。

・引き続き，「まちづくり支援担当
者研修」において，地域行政機
関とまちぴあとの情報交流の場
の創出を行う。

R6-R7

42
多様な活動主体への参
加促進支援事業

まちづくり活動への参加促
進と活動の活性化を図り
ます。

まちぴあや地域行政機関
などのコーディネート機能
を有する支援施設間の情
報交流機会を創出すると
ともに，コーディネート力
の強化を図り，更なる支援
に取り組みます。

まちぴあとの合同によるま
ちづくり支援担当者研修

参加者数

設定理由：地域行政機関
とまちぴあとの情報交流
機会を継続的に確保する

ため

定量

・まちづくり支援担当職員のコー
ディネート能力向上のため，「ま
ちづくり支援担当者研修」におい
て，まちづくり活動を行う地域人
材の育成」や「まちづくり活動に
おける各団体の連携・協力体制
の強化」などについて意見交換
等を実施した。
・市民協働推進員に対し，市民
協働の基本的な考え方及び市
民協働推進員の役割についての
研修を実施した。

新任所長や副所長，まちづくり支
援担当者を対象に，地域のキー
マンとのコミュニケーションや地
域の情報収集，地域への関わり
方等，まちづくりの基本知識を身
に付けるための研修を開催す
る。

みんなでまちづくり課回43 職員向け研修等の開催
地域行政機関職員等の
コーディネート能力の向上
を図ります。

職員向けに，協働を円滑
に進めるための手順や協
働事例の情報提供などの
研修会の開催に取り組み
ます。

まちづくり支援に係る職員
研修開催数

設定理由：まちづくり支援
に係る学習機会を継続的

に確保するため

定性

・引き続き，地域行政機関職員
やまちづくり支援担当職員，市民
協働推進員の育成研修等に積
極的に取り組んでいく。

進行管理表

４－２



事業目的 事業内容 令和６年度の評価（成果・課題） 今後の取組方針

目標値 18 26 ― ― ―

実績値 9 18 26

達成率 ― 100.0% 100.0% ― ― ―

評価 ― A A

目標値 24 36 48 60 72

実績値 13 27 38

達成率 ― 112.5% 105.6% 0.0% 0.0% 0.0%

評価 ― A A

【活動指標（基本目標４）】

指標名（単位） 項目
Ｒ３

(基準値)
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

目標
値

30

実績
値

30 23 23 26

目標
値

600

実績
値

426 498 402 423

基本目標４　まちづくり活動主体連携・協力が広がっている
基本施策４－３　ネットワークづくり

取組
番号

取組・事業名
事業概要 指標名

（下段：設定理由）
単位 項目

指標
種別

件

・庁内各課と連携しながら，効果
的にデジタルを活用している地
域活動団体等の取組に関する
情報を収集し，Webサイトに掲載
していく。

デジタル政策課

担当課Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 取組方針Ｒ４

各事業を関係課と連携しながら
実施し，延べ２６件のデジタル活
用事例を掲載した。

今後は，デジタル活用の実践事
例等については市HPへ掲載し，
地域活動団体へのデジタル活用
支援については，「宮デジサポー
ター」の活動や「地域活動団体デ
ジタル活用補助金」等の支援メ
ニューが充実していることから，
令和６年度をもって，当該事業を
終了することとした。

R6-R7

―44
（再）【新規】
 「うつのみやデジタル
スクエア」の活用促進

「地域活動団体」を主な対
象として，デジタルへの興
味・関心を高め，デジタル
化に係る交流を生み出す
場などの創出を図ります。

Ｗｅｂサイト上でデジタルを
活用した様々な取組を学
ぶことができる機会やデジ
タル専門家に相談できる
機会の提供に加え，デジ
タル専門家の地域への派
遣支援やセミナー等の開
催に取り組みます。

「うつのみやデジタルスク
エア」におけるデジタル活
用事例の掲載数（累計）

設定理由：地域活動団体
等がデジタル技術を活用
し，それぞれの課題を解
決した事例をより多く掲載
することにより，他の団体
等のデジタル化に貢献す

ると考えられるため

定量

みんなでまちづくり課回

・「まちづくり支援担当者研修」を
まちぴあで開催し，まちぴあ職員
を参加させることで，地域行政機
関とまちぴあとの情報交換の機
会を創出し，地域支援に関する
ノウハウの共有を図ることができ
た。

45
多様な活動主体の連携
支援事業

まちづくり活動主体同士の
交流機会の創出や連携・
協力による地域づくりを促
進します。

まちぴあや地域行政機関
等の支援施設間の連携・
協力体制を構築し，多様
な活動主体のネットワーク
づくりの支援に取り組みま
す。

まちぴあとの合同によるま
ちづくり支援担当者研修

修了者数（累計）

設定理由：地域行政機関
とまちぴあとの情報交流

機会を継続的に確保し，ノ
ウハウの共有等を図るた

め

定量

・引き続き，「まちづくり支援担当
者研修」において，地域行政機
関とまちぴあとの情報交流の場
の創出を行うとともに，他団体と
の連携を希望する活動主体同士
のネットワークづくりに向け，地
域活動団体等に対して具体的な
連携の希望の有無に関する意
向調査を実施する。

公民連携デスクにおける
相談件数（件）

まちぴあ相談件数（件）

・自治会や地域まちづくり組織等
を中心に支援を行う地域行政機
関と，NPO等を中心に支援を行
うまちづくりセンターがお互いの
ノウハウ等を共有する場を設け
るとともに，他団体との連携を希
望する活動主体同士のネット
ワークづくりにつながる交流の機
会等を創出する。

進行管理表

４－３


